
『
醍
醐
本
法
然
上
人
伝
記
』
所
収
の
「
三
心
料
簡
お
よ
び
法
語
」
の
中
に
法

然
の
言
葉
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

一
、
以
二
五
決
定
一
往
生
云
事

一
弥
陀
本
願
決
定
也
、
二
釈
迦
所
説
決
定
也
、

三
諸
仏
証
誠
決
定
也
、
四
善
導
教
釈
決
定
也
、

五
我
等
信
心
決
定
也
、
以
此
義
故
往
生
決
定
也
云
云

右
の
五
項
目
は
、
い
わ
ば
決
定
往
生
の
た
め
の
五
つ
の
条
件
と
で
も
云
う
べ
き

も
の
で
あ
ろ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
『
醍
醐
本
』
は
①
一
期
物
語
、
②
禅
勝
房
と
の
問
答
、
③

三
心
料
簡
お
よ
び
法
語
、
④
別
伝
記
、
⑤
御
臨
終
日
記
、
⑥
三
昧
発
得
記
の
六

篇
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
。
法
然
関
係
の
史
料
と
し
て
は
、
古
い
も
の
の
う
ち

に
数
え
ら
れ
、
法
然
滅
後
三
十
年
頃
、
源
智
の
見
聞
を
中
心
に
、
法
然
の
弟
子

達
の
間
に
伝
わ
っ
て
い
た
、
彼
の
法
語
類
を
集
大
成
し
た
も
の
で
、
親
鴬
の

『
西
方
指
南
抄
』
や
了
慧
の
『
和
語
灯
録
』
『
漢
語
灯
録
』
な
ど
と
共
に
主
要

■■■■■■

法
然
の
選
択
思
想
と
五
決
定

文
献
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
先
に
引
用
し
た
五
決
定
の
一
文
を
含
む
「
三
心
料
簡
お
よ
び
法

語
」
の
取
扱
に
つ
い
て
は
、
従
来
意
見
の
対
立
が
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
一
方

で
は
、
こ
の
部
分
が
他
に
所
伝
の
な
い
系
統
不
明
の
も
の
で
、
か
つ
内
容
的
に

法
然
の
思
想
と
は
一
致
し
な
い
遣
語
や
遺
文
を
記
載
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を

２

法
然
関
係
の
史
料
か
ら
ひ
と
ま
ず
除
外
す
る
の
が
妥
当
だ
、
と
さ
れ
て
い
る
。

が
、
他
方
で
は
、
逆
に
こ
の
部
分
は
．
期
物
語
」
の
中
に
含
め
て
考
え
る
べ

き
も
の
で
、
源
智
の
執
筆
し
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
史
料
的
価
値
を
重
く
見
な

３

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
「
三
心
料
簡
お

よ
び
法
語
」
に
含
ま
れ
る
法
語
類
の
中
に
は
、
『
選
択
集
』
を
は
じ
め
法
然
の

④

他
の
法
語
や
消
息
と
き
わ
め
て
類
似
し
た
も
の
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
文
体
が
極

め
て
素
朴
で
、
時
間
的
に
も
相
当
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
を
法
然
の
法
語
類
の
結
集
と
見
る
こ
と
は
不
可
能
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
注
目
に
値
い
す
る
の
は
、
先
の
五
決
定
と
い
う
き
わ
め
て
簡
略
な
伝

語
が
、
い
く
つ
か
の
法
然
の
消
息
に
お
い
て
、
念
仏
往
生
を
勧
め
る
基
調
に
な

っ
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
が
法
然
の
念
仏
義
の
中
心
で
あ
る
「
選
択
」
思
想
の

奈
良
博

一
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一

法
然
の
消
息
の
中
に
「
大
胡
の
太
郎
実
秀
へ
つ
か
は
す
御
返
事
」
と
い
う
の

が
あ
る
。
実
秀
は
上
野
国
の
御
家
人
大
胡
小
四
郎
隆
義
の
子
で
、
夫
妻
と
も
に

法
然
に
帰
依
し
、
た
び
た
び
書
面
で
教
え
を
請
う
て
お
り
、
法
然
も
そ
れ
に
書

面
で
答
え
て
い
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
消
息
も
実
秀
が
コ
向
専
修
ナ
ル
ヘ

シ
ト
イ
フ
ト
モ
、
ト
キ
ト
キ
ハ
、
法
華
経
オ
モ
ョ
ミ
タ
テ
マ
ッ
リ
、
マ
タ
念
仏

申
サ
ム
モ
、
ナ
ニ
カ
ハ
ク
ル
シ
カ
ラ
ム
ト
申
ケ
レ
ハ
、
マ
コ
ト
ニ
サ
ル
ヵ
タ
モ

５

ア
リ
」
と
い
う
こ
と
で
、
質
問
し
て
き
た
の
に
対
し
、
法
然
が
浄
土
門
に
お
け

る
三
心
や
起
行
に
つ
い
て
詳
説
す
る
と
同
時
に
、
雑
行
を
修
す
る
こ
と
を
無
下

に
否
定
す
べ
き
で
な
い
旨
を
教
え
た
も
の
で
あ
る
。
法
然
は
そ
の
中
の
深
心
を

説
明
し
た
と
こ
ろ
で
、
罪
を
つ
く
れ
る
凡
夫
の
念
仏
往
生
に
つ
い
て
、
そ
の
可

能
な
理
由
を
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

タ
ト
ヒ
オ
ホ
ク
ノ
仏
、
ソ
ラ
ノ
中
一
一
ミ
チ
ミ
チ
テ
、
ヒ
カ
リ
ヲ
ハ
ナ
チ
、

御
シ
タ
ヲ
ノ
ヘ
テ
、
ツ
ミ
ヲ
ッ
ク
レ
ル
凡
夫
、
念
仏
シ
テ
往
生
ス
ト
イ
フ

事
〈
ヒ
カ
コ
ト
ナ
リ
、
信
ス
ヘ
カ
ラ
ス
ト
ノ
タ
マ
フ
ト
モ
、
ソ
レ
’
一
ヨ
リ

テ
一
念
モ
、
オ
ト
ロ
キ
ウ
タ
ヵ
フ
コ
コ
ロ
ァ
ル
ヘ
ヵ
ラ
ス
。
ソ
ノ
ュ
ヘ

ハ
、

①
阿
弥
陀
仏
イ
マ
タ
仏
一
一
ナ
リ
タ
マ
ハ
サ
リ
シ
ム
ヵ
シ
、
モ
シ
ワ
レ
仏
一
一
ナ

リ
タ
ラ
ム
’
一
、
ワ
カ
名
号
ヲ
ト
ナ
フ
ル
事
、
十
声
一
声
マ
テ
セ
ム
モ
ノ
、

ワ
カ
ク
ニ
ニ
ム
マ
レ
ス
ハ
、
ワ
レ
仏
ニ
ナ
ラ
シ
ト
、
チ
カ
ヒ
タ
マ
ヒ
タ
リ

要
約
に
も
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
法
然
の
思
想
形
成
の

い
わ
ば
原
型
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
、
そ
こ
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

シ
、
ソ
ノ
願
ム
ナ
シ
カ
ラ
ス
シ
テ
、
ス
テ
ニ
仏
ニ
ナ
リ
タ
マ
ヘ
リ
。
シ
ル

ヘ
シ
、
ソ
ノ
名
号
ヲ
ト
ナ
エ
ム
人
〈
、
カ
ナ
ラ
ス
往
生
ス
ヘ
シ
ト
イ
フ
コ

ト
Ｂ
ヲ
ｏ

⑨
マ
タ
釈
迦
仏
コ
ノ
娑
婆
世
界
一
一
イ
テ
テ
、
一
切
衆
生
ノ
タ
メ
ニ
、
カ
ノ
阿

弥
陀
仏
ノ
本
願
ヲ
ト
キ
、
念
仏
往
生
ヲ
ス
ス
メ
タ
マ
ヘ
リ
。

⑧
マ
タ
六
方
ノ
諸
仏
ハ
ソ
ノ
説
ヲ
證
誠
シ
タ
マ
ヘ
リ
。
コ
ノ
ホ
ヵ
’
一
イ
ッ
レ

ノ
仏
ノ
、
マ
タ
コ
レ
ラ
ノ
諸
仏
一
一
タ
カ
ヒ
テ
、
凡
夫
往
生
セ
ス
ト
ハ
ノ
タ

マ
フ
ヘ
キ
ソ
ト
イ
フ
コ
ト
ワ
リ
ヲ
モ
テ
、
仏
現
シ
テ
ノ
タ
マ
フ
ト
モ
、
ソ

レ
ニ
オ
ト
ロ
キ
テ
、
信
心
ヲ
ヤ
フ
リ
、
ウ
タ
カ
ヒ
ヲ
イ
タ
ス
事
ア
ル
ヘ
ヵ

ラ
ス
。
イ
ハ
ム
ャ
仏
タ
チ
ノ
ノ
タ
マ
ハ
ム
オ
ャ
。
イ
ハ
ム
ャ
辞
支
仏
等
オ

ャ
ト
、
コ
マ
コ
マ
ト
釈
シ
タ
マ
ヒ
テ
候
也
。
イ
カ
ニ
イ
ハ
ム
ャ
、
コ
ノ
コ

ロ
ノ
凡
夫
ノ
イ
ヒ
サ
マ
タ
ヶ
ム
オ
ヤ
。

④
イ
カ
ニ
メ
テ
タ
キ
人
卜
申
ト
モ
、
善
導
和
尚
一
二
サ
リ
テ
、
往
生
ノ
ミ
チ

ヲ
シ
リ
タ
ラ
ム
事
モ
カ
タ
ク
候
。
善
導
マ
タ
タ
タ
ノ
凡
夫
ニ
ァ
ラ
ス
、
ス

ナ
ワ
チ
阿
弥
陀
仏
ノ
化
身
ナ
リ
。
カ
ノ
仏
ワ
カ
本
願
ヲ
ヒ
ロ
メ
テ
、
ヒ
ロ

ク
衆
生
一
一
往
生
セ
サ
セ
ム
レ
ウ
’
一
、
カ
リ
ニ
人
ト
ム
マ
レ
テ
、
善
導
ト
ハ

申
ナ
リ
。
ソ
ノ
オ
シ
千
甲
七
〈
、
仏
説
一
一
テ
コ
ソ
候
へ
・
イ
カ
ニ
イ
ハ
ム

ャ
垂
跡
ノ
カ
タ
ニ
テ
モ
、
現
身
一
一
三
昧
ヲ
エ
テ
、
マ
ノ
ァ
タ
リ
浄
土
ノ
荘

厳
オ
モ
ミ
、
仏
ニ
ム
ヵ
ヒ
タ
テ
マ
ッ
リ
テ
、
タ
タ
チ
’
一
仏
ノ
オ
シ
ヘ
ヲ
ウ

ケ
タ
マ
ハ
リ
テ
、
ノ
タ
マ
ヘ
ル
コ
ト
ハ
ト
モ
ナ
リ
。
本
地
ヲ
オ
モ
フ
ニ

モ
、
垂
跡
ヲ
タ
ッ
ヌ
ル
’
一
モ
、
カ
タ
カ
タ
ァ
フ
キ
テ
信
ス
ヘ
キ
オ
シ
エ
ナ

Ⅶ
叩
ソ
◎

⑤
シ
カ
レ
ハ
タ
レ
タ
レ
モ
、
煩
悩
ノ
ウ
ス
ク
コ
キ
オ
モ
カ
ヘ
リ
ミ
ス
。
罪
障

ノ
カ
ロ
キ
オ
モ
キ
オ
モ
サ
タ
セ
ス
、
タ
タ
ク
チ
’
一
テ
南
無
阿
弥
陀
仏
ト
ト

一
一



ナ
エ
ハ
、
コ
ヱ
ニ
ッ
キ
テ
決
定
往
生
ノ
オ
モ
ヒ
ヲ
ナ
ス
ヘ
シ
。
決
定
心
ヲ

ス
ナ
ワ
チ
深
心
ト
ナ
ッ
ク
。
ソ
ノ
信
心
ヲ
具
シ
ヌ
レ
ハ
、
決
定
シ
テ
往
生

６

ス
ル
ナ
リ
。

説
明
の
都
合
上
、
行
を
か
え
番
号
を
つ
け
た
が
、
こ
の
文
章
は
要
す
る
に
凡

夫
の
念
仏
往
生
に
否
定
的
な
主
張
に
ま
ど
わ
さ
れ
て
、
念
仏
へ
の
信
が
退
転
し

た
り
傾
動
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
そ
れ
は
①
阿
弥
陀
仏
の
本
願
、
③
釈
尊
の

勧
進
、
⑧
六
方
諸
仏
の
証
誠
、
④
阿
弥
陀
仏
の
化
身
た
る
善
導
の
教
え
に
も
と

づ
く
道
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
⑥
迷
う
こ
と
な
く
決
定
の
信
心
を
お
こ
す
べ

き
旨
を
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
法
然
は
こ
こ
で
念
仏
往
生
決
定
の
根
拠
と
し

て
、
五
項
目
に
わ
た
る
条
件
を
あ
げ
、
す
で
に
そ
の
う
ち
の
四
条
件
は
成
就
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
往
生
決
定
か
否
か
は
、
残
る
凡
夫
の
信
心
が
具
足
す

る
か
否
か
に
か
坐
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
右
の
五
項
目
は
、
単
に
大
胡
太
郎
宛
の
消
息
に
出
て
く
る
の
承

で
は
な
く
、
そ
の
他
、
「
正
如
房
へ
つ
か
は
す
御
文
」
「
大
胡
太
郎
実
秀
が
妻

室
の
も
と
へ
つ
か
は
す
御
返
事
」
「
九
条
殿
下
の
北
政
所
へ
進
ず
る
御
返
事
」

「
鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
へ
進
ず
る
御
返
事
」
「
津
戸
三
郎
へ
つ
か
は
す
御
返

事
」
な
ど
に
も
出
て
い
る
。
例
え
ば
「
正
如
房
へ
つ
か
は
す
御
文
」
の
場
合
、

大
胡
太
郎
宛
の
消
息
の
よ
う
に
三
心
を
詳
説
し
た
中
に
出
て
く
る
の
で
は
な
い

が
、
弥
陀
の
本
願
へ
の
深
き
信
を
説
き
、
信
仰
を
異
に
す
る
人
の
言
葉
に
惑
わ

さ
れ
な
い
よ
う
戒
め
る
の
に
続
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

タ
ト
ヒ
オ
ホ
ク
ノ
仏
ソ
ラ
ノ
中
ニ
ミ
チ
ミ
チ
テ
、
ヒ
カ
リ
ヲ
ハ
ナ
チ
御
シ

タ
ヲ
ノ
ヘ
テ
、
悪
ヲ
ツ
ク
リ
タ
ル
凡
夫
ナ
リ
ト
モ
、
一
念
シ
テ
カ
ナ
ラ
ス

往
生
ス
ト
イ
フ
コ
ト
ハ
、
ヒ
カ
事
ソ
信
ス
ヘ
カ
ラ
ス
ト
ノ
タ
マ
フ
ト
モ
、

ソ
レ
ニ
ョ
リ
テ
一
念
モ
ウ
タ
カ
フ
コ
コ
ロ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
其
ノ
ュ
ヘ

〈
、
阿
弥
陀
仏
ノ
イ
マ
タ
仏
ニ
ナ
リ
タ
マ
〈
サ
リ
シ
ム
カ
シ
、
ハ
シ
メ
テ

道
心
ヲ
オ
コ
シ
タ
マ
ヒ
シ
時
、
ワ
レ
仏
一
一
ナ
リ
タ
ラ
ム
ニ
、
ワ
カ
名
号
ヲ

ト
ナ
フ
ル
コ
ト
十
声
一
声
マ
テ
セ
ム
モ
ノ
、
ワ
カ
ク
ニ
’
一
ム
マ
レ
ス
ハ
、

ワ
レ
仏
ニ
ナ
ラ
シ
ト
チ
カ
ヒ
タ
マ
ヒ
タ
リ
シ
、
ソ
ノ
願
ム
ナ
シ
カ
ラ
ス
、

ス
テ
ニ
仏
一
一
ナ
リ
タ
マ
ヘ
リ
。
マ
タ
釈
迦
仏
、
コ
ノ
娑
婆
世
界
ニ
イ
テ

テ
、
一
切
衆
生
ノ
タ
メ
ニ
、
カ
ノ
本
願
ヲ
ト
キ
、
念
仏
往
生
ヲ
ス
ス
メ
タ

マ
ヘ
リ
。

マ
タ
六
方
恒
沙
ノ
諸
仏
、
コ
ノ
念
仏
シ
テ
一
定
往
生
ス
ト
、
釈
迦
仏
ノ
ト

キ
タ
マ
ヘ
ル
〈
決
定
ナ
リ
。
モ
ロ
モ
ロ
ノ
衆
生
、
一
念
モ
ウ
タ
カ
フ
ヘ
カ

ラ
ス
、
コ
ト
コ
ト
ク
ー
仏
モ
ノ
コ
ラ
ス
、
ア
ラ
ュ
ル
諸
仏
ミ
ナ
コ
ト
コ
ト

ク
證
誠
シ
タ
マ
ヘ
リ
。

ス
テ
’
一
阿
弥
陀
仏
〈
願
ニ
タ
テ
、
釈
迦
仏
ソ
ノ
願
ヲ
ト
キ
、
六
方
ノ
諸
仏

ソ
ノ
説
ヲ
證
誠
シ
タ
マ
ヘ
ル
ウ
エ
’
一
、
コ
ノ
ホ
カ
｜
天
、
ナ
ニ
仏
ノ
マ
タ

コ
レ
ラ
ノ
諸
仏
一
一
タ
カ
ヒ
テ
、
凡
夫
往
生
セ
ス
ト
ハ
ノ
タ
マ
フ
ヘ
キ
ソ
ト

イ
フ
コ
ト
ワ
リ
ヲ
モ
テ
、
仏
現
シ
テ
ノ
タ
マ
フ
ト
モ
、
ソ
レ
ニ
オ
ト
ロ
キ

テ
、
信
心
ヲ
ヤ
フ
リ
、
ウ
タ
カ
フ
コ
コ
ロ
ァ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
イ
ハ
ム
ャ
菩

薩
達
ノ
ノ
タ
マ
ハ
ム
オ
ャ
、
辞
支
仏
オ
ャ
ト
、
コ
マ
コ
マ
ト
善
導
釈
シ
タ

マ
ヒ
テ
候
也
。

ヨ
ニ
メ
テ
タ
キ
人
ト
申
ト
モ
、
善
導
和
尚
一
二
サ
リ
テ
、
往
生
ノ
ミ
チ
ヲ

シ
リ
タ
ラ
ム
コ
ト
モ
ヵ
タ
ク
候
。
善
導
マ
タ
凡
夫
一
天
ア
ラ
ス
。
阿
弥
陀

仏
ノ
化
身
ナ
リ
。
阿
弥
陀
仏
ノ
、
ワ
カ
本
願
ヲ
ヒ
ロ
ク
衆
生
二
往
生
セ
サ

セ
ム
レ
ウ
’
一
、
カ
リ
ニ
人
ニ
ム
マ
レ
テ
善
導
ト
ハ
申
候
也
。
ソ
ノ
オ
シ
ヘ

申
セ
ハ
、
仏
説
一
一
テ
コ
ソ
候
へ
。
ア
ナ
カ
シ
コ
ア
ナ
カ
シ
コ
、
ウ
タ
カ
ヒ

三



オ
ホ
シ
メ
ス
マ
シ
ク
候
。

マ
タ
ハ
シ
メ
ョ
リ
仏
ノ
本
願
ニ
信
ヲ
オ
コ
サ
セ
オ
ハ
シ
マ
シ
テ
候
シ
御
コ

コ
ロ
ノ
ホ
ト
、
ミ
マ
イ
ム
フ
セ
候
シ
ニ
、
ナ
ニ
シ
ニ
カ
ハ
、
往
生
ハ
ウ
タ
カ

７

ヒ
オ
ホ
シ
メ
シ
候
ヘ
キ
。

い
さ
上
か
引
用
文
が
長
く
な
っ
た
が
、
先
き
に
引
い
た
大
胡
太
郎
宛
の
消
息

と
右
の
消
息
と
を
比
較
し
て
承
る
と
、
冒
頭
の
部
分
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ

る
。
五
項
目
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
後
者
の
方
が
や
や
雑
然
と
し
た
と

こ
ろ
は
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
ま
っ
た
く
同
一
主
旨
の
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。

そ
の
他
の
消
息
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
例
と
比
較
し
て
、
叙
述
の
仕
方
に
異

な
っ
た
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
が
、
九
條
殿
下
の
北
政
所
へ
の
消
息
は
、

イ
マ
ハ
タ
タ
弥
陀
ノ
本
願
一
二
カ
セ
、
釈
尊
ノ
付
属
ニ
ョ
リ
、
諸
仏
ノ
證

誠
一
一
シ
タ
カ
ヒ
テ
、
オ
ロ
カ
ナ
ル
ワ
タ
ク
シ
ノ
ハ
ヵ
ラ
ヒ
ヲ
ャ
メ
テ
、
コ

レ
ラ
ノ
ュ
ヘ
、
ツ
ョ
キ
念
仏
ノ
行
ヲ
ツ
ト
メ
テ
、
往
生
オ
ハ
イ
ノ
ル
ヘ
シ

ト
申
一
一
テ
候
也
。

と
、
ま
ず
弥
陀
、
釈
迦
、
諸
仏
を
あ
げ
た
の
に
続
い
て
、

コ
レ
ハ
恵
心
僧
都
ノ
往
生
要
集
二
往
生
ノ
業
念
仏
ヲ
本
ト
ス
ト
申
ダ
ル
、

コ
ノ
コ
コ
ロ
也
。
：
…
：
：
…
念
仏
ニ
ト
リ
テ
モ
、
一
向
専
修
ノ
念
仏
也
、

ソ
ノ
ム
ネ
三
昧
発
得
ノ
善
導
ノ
観
経
ノ
疏
ニ
ミ
エ
タ
リ
。
：
…
…
・
…
マ
タ

８

伝
教
大
師
ノ
セ
難
消
滅
ノ
法
ニ
モ
、
念
仏
ヲ
ツ
ト
ム
ヘ
シ
ト
ミ
ェ
テ
候
。

と
説
明
し
て
い
る
。
衆
生
の
信
心
に
つ
い
て
直
接
言
及
し
た
表
現
が
な
い
よ

う
に
見
え
る
が
、
「
オ
ロ
カ
ナ
ル
ワ
タ
ク
シ
ノ
ハ
カ
ラ
ヒ
ヲ
ャ
メ
テ
」
と
か

「
ツ
ョ
キ
念
仏
ノ
行
ヲ
ツ
ト
メ
テ
」
等
の
表
現
が
そ
れ
に
当
る
と
解
釈
さ
れ
う

る
。
ま
た
「
往
生
要
集
」
の
念
仏
為
本
や
伝
教
大
師
の
七
難
消
滅
の
法
に
ま
で

ふ
れ
て
い
る
の
は
、
当
時
の
貴
族
社
会
あ
る
い
は
北
政
所
自
身
の
信
仰
生
活
を

考
え
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
や
は
り
往

生
決
定
の
五
項
目
を
ふ
ま
え
て
、
こ
の
消
息
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
津
戸
三
郎
へ
の
消
息
は
、
念
仏
が
単
に
無
智
の
も
の
を
対
象
と
す
る
行

で
な
く
、
一
切
衆
生
の
た
め
の
行
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
、

弥
陀
ノ
ム
カ
シ
チ
カ
ヒ
タ
マ
ヒ
シ
本
願
モ
、
ア
マ
ネ
ク
一
切
衆
生
ノ
タ
メ

也
。
．
…
．
：
：
…
マ
タ
善
導
和
尚
ノ
弥
陀
ノ
化
身
ト
シ
テ
、
専
修
念
仏
ヲ
ス

ス
メ
タ
マ
ヘ
ル
モ
、
ヒ
ロ
ク
一
切
衆
生
ノ
タ
メ
’
一
ス
ス
メ
テ
、
無
智
ノ
モ

９

ノ
’
一
カ
キ
ル
事
〈
候
ハ
ス
。

と
、
弥
陀
に
続
い
て
す
ぐ
善
導
を
あ
げ
て
い
る
が
、
消
息
の
末
尾
に
い
た
る

１
〆
」
、

コ
レ
ハ
釈
迦
弥
陀
ヨ
リ
〈
シ
メ
テ
、
恒
沙
ノ
仏
ノ
證
誠
セ
サ
セ
タ
マ
フ
事

ナ
レ
ハ
ト
、
オ
ホ
シ
メ
シ
テ
、
コ
コ
ロ
サ
シ
ヲ
金
剛
ヨ
リ
モ
カ
タ
ク
シ

テ
、
コ
ノ
タ
ヒ
カ
ナ
ラ
ス
、
阿
弥
陀
仏
ノ
御
マ
ヘ
’
一
マ
イ
リ
ナ
ム
ト
、
オ

⑩

ホ
シ
メ
ス
ヘ
ク
候
也
。

と
の
べ
て
い
る
。
右
の
引
用
文
の
中
に
も
衆
生
の
信
心
を
直
接
表
明
す
る
表
現

は
な
い
が
、
ヨ
コ
ロ
サ
シ
ヲ
金
剛
ヨ
リ
モ
カ
タ
ク
シ
テ
」
と
は
、
決
定
の
信

心
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
消
息
に
お
い
て
も
、
順
序
は
大
胡
太

郎
宛
の
も
の
等
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
五
項
目
は
含
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
鎌
倉
二
位
禅
尼
へ
の
消
息
は
、
内
容
的
に
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
津
戸

三
郎
宛
の
消
息
と
同
じ
で
あ
る
。

以
上
の
点
か
ら
「
三
心
料
簡
お
よ
び
法
語
」
に
含
ま
れ
る
「
以
一
一
五
決
定
一
往

生
云
事
」
と
い
う
一
文
は
、
単
に
法
然
の
法
語
あ
る
い
は
伝
語
の
一
つ
と
い
う

に
と
蟹
ま
ら
ず
、
こ
れ
が
基
調
に
な
っ
て
、
そ
の
他
の
消
息
類
が
書
か
れ
て

四



と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
以
二
五
決
定
一
往
生
云
事
」
と
、
法
然
の
主
著
『
選
択

集
』
の
要
結
と
い
わ
れ
る
第
十
六
章
「
釈
迦
如
来
以
二
弥
陀
名
号
一
感
勲
付
二
属

舎
利
弗
等
一
之
文
」
、
特
に
そ
の
私
釈
に
あ
た
る
部
分
と
を
対
比
す
る
と
、
こ

の
五
決
定
な
い
し
五
項
目
の
問
題
が
、
単
に
法
然
が
念
仏
を
説
く
た
め
の
独
自

の
骨
組
み
あ
る
い
は
形
式
と
い
う
に
と
翼
ま
ら
ず
、
彼
の
念
仏
思
想
の
核
心
で

あ
る
選
択
の
思
想
と
深
い
か
奥
わ
り
の
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
『
選
択
集
』
第
十
六
章
の
私
釈
の
部
分
は
、
た
堂
第
十
六
章
に
対
す
る

私
釈
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
集
全
体
の
い
わ
ば
要
結
で
あ
り
、
結
論
で
あ
る
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
法
然
は
、
は
じ
め
に
い
わ
ゆ
る
四
経
八
種
の
選
択
を

あ
げ
、
次
い
で
何
故
に
他
の
諸
師
を
さ
し
お
い
て
善
導
一
師
を
と
り
あ
げ
る

か
、
そ
の
理
由
を
の
べ
、
そ
し
て
最
後
に
自
分
が
善
導
の
『
観
経
疏
』
に
導
か

れ
、
浄
士
門
に
帰
入
し
た
こ
と
、
こ
の
教
え
こ
そ
時
機
に
相
応
し
て
い
る
こ
と

の
三
点
を
述
べ
て
い
る
。

ま
ず
第
一
の
四
経
八
種
の
選
択
に
つ
い
て
、
法
然
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い

ヲ
（
》
○

私
云
、
凡
案
二
三
経
意
一
、
選
二
択
念
仏
一
以
為
二
旨
帰
一
、
先
墜
巻
経
中
有
二

三
選
択
一
、
一
選
択
本
願
、
二
選
択
讃
歎
、
三
選
択
留
教
、
一
選
択
本
願

者
、
念
仏
是
法
蔵
比
丘
於
二
二
百
一
十
億
之
中
一
所
二
選
択
一
往
生
之
行
也
、

細
旨
見
レ
上
、
故
云
二
選
択
本
願
一
也
。
二
選
択
讃
歎
者
、
上
三
輩
中
雛
し

挙
二
菩
提
心
等
余
行
一
、
釈
迦
即
不
レ
讃
二
歎
余
行
一
、
唯
於
二
念
仏
一
而
讃
歎
、

い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
法
然
が
念
仏
往
生
を
説
く
場
合
の
骨
組

承
あ
る
い
は
形
式
に
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三

当
し
知
一
念
云
二
無
上
功
徳
一
、
故
云
一
一
選
択
讃
歎
一
也
。
三
選
択
留
教
者
、

又
上
雌
レ
挙
二
余
行
諸
善
一
釈
迦
選
二
択
唯
留
念
仏
一
法
一
、
故
云
二
選
択
留

教
一
也
。

次
観
経
中
又
有
二
三
選
択
一
、
一
選
択
礒
取
、
二
選
択
化
讃
、
三
選
択
付

属
、
一
選
択
攝
取
者
、
観
経
之
中
雌
し
明
二
定
散
諸
行
一
、
弥
陀
光
明
唯
照
二

念
仏
衆
生
一
攝
取
不
し
捨
、
故
云
二
選
択
艤
取
一
也
、
二
選
択
化
讃
者
、
下
品

上
生
人
雛
し
有
二
間
経
称
仏
二
行
一
、
弥
陀
化
仏
選
二
択
念
仏
一
云
下
汝
称
二
仏

名
一
故
諸
罪
消
滅
、
我
来
迎
彦
汝
、
故
云
二
選
択
化
讃
一
也
、
三
選
択
付
属

者
、
又
雛
し
明
二
定
散
諸
行
一
、
唯
独
付
二
属
念
仏
一
行
一
、
故
云
二
選
択
付

属
一
也
。

次
阿
弥
陀
経
中
有
二
一
選
択
一
、
所
謂
選
択
證
誠
也
・
已
於
二
諸
経
中
一
多
雌
レ

説
二
往
生
之
諸
行
一
、
六
方
諸
仏
於
二
彼
諸
行
一
而
不
二
證
誠
一
、
至
三
此
経
中

説
二
念
仏
往
生
一
、
六
方
恒
沙
諸
仏
各
笥
レ
舌
覆
二
大
千
一
、
説
二
誠
実
語
一
而

證
二
誠
之
一
、
故
云
二
選
択
證
誠
一
也
。

加
レ
之
般
舟
三
昧
経
中
又
有
二
一
選
択
一
、
所
謂
選
択
我
名
也
・
弥
陀
自
説
云
⑪

欲
し
来
二
生
我
国
一
者
常
念
二
我
名
一
莫
レ
令
二
休
息
一
、
故
云
二
選
択
我
名
一
也
。

右
の
文
に
よ
れ
ば
、
八
種
選
択
と
は
㈲
選
択
本
願
、
ロ
選
択
讃
歎
、
臼
選
択

留
教
、
四
選
択
攝
取
、
㈲
選
択
化
讃
、
㈹
選
択
付
属
、
㈲
選
択
證
誠
、
㈹
選
択

我
名
を
さ
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
目
、
。
、
日
は
『
無
量
寿
経
』
、
四
、
田
、

㈲
は
『
観
無
量
寿
経
』
、
㈹
は
『
阿
弥
陀
経
』
、
㈹
は
『
般
舟
三
昧
経
』
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
根
拠
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
法
然
の
「
選
択
」
思
想
と
い
え
ば
、
一

般
に
本
集
の
第
三
章
「
弥
陀
如
来
不
下
以
二
余
行
一
為
中
往
生
本
願
上
唯
以
二
念

仏
一
為
二
往
生
本
願
一
之
文
」
に
も
と
づ
い
て
説
明
さ
れ
る
。
確
か
に
そ
こ
に
は

『
大
阿
弥
陀
経
』
『
無
量
寿
経
』
に
よ
っ
て
、
「
選
択
」
の
思
想
が
明
確
に
示

五



さ
れ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
八
種
選
択
の
内
容
か
ら
振
り
返
っ
て
み
る
な
ら
ば
、

第
三
章
は
八
種
選
択
の
う
ち
の
選
択
本
願
の
説
明
で
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
選
択
本
願
、
つ
ま
り
阿
弥
陀
仏
に
よ
る
選
択
が
、
八
種
の

う
ち
で
は
最
も
根
本
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
三
章
が
『
選
択
集
』
に
お
け
る
主
要

な
章
段
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
だ
が

法
然
は
『
選
択
集
』
の
叙
述
を
終
る
に
あ
た
っ
て
、
「
選
択
」
の
概
念
を
単
に

選
択
本
願
の
意
味
に
限
定
し
、
『
無
量
寿
経
』
や
そ
の
異
訳
で
あ
る
『
大
阿
弥

陀
経
』
の
中
に
の
み
そ
れ
を
求
め
る
の
で
な
く
、
そ
れ
が
『
観
無
量
寿
経
』
、

『
阿
弥
陀
経
』
さ
ら
に
は
『
般
舟
三
昧
経
』
の
中
に
も
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
『
般
舟
三
昧
経
』
の
選
択
我
名
以
外
は
、
す
べ

て
『
選
択
集
』
の
第
十
六
章
に
至
る
ま
で
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
㈲
選
択
本
願
は
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
第
三
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
他
の
ロ
選
択
讃
歎
は
第
五
章
、
白
選
択
留
教
は
第
六
章
、
四
選
択
礒

取
は
第
七
章
、
㈲
選
択
化
讃
は
第
十
章
、
㈲
選
択
付
属
は
第
十
二
章
、
㈹
選
択

證
誠
は
第
十
四
章
で
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
第
三
章
以

外
で
は
「
選
択
」
と
い
う
言
葉
は
使
用
し
て
お
ら
ず
、
法
然
は
内
容
の
上
か

ら
、
「
選
択
」
の
意
義
が
含
ま
れ
て
い
る
、
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
法
然
は
、
こ
の
八
種
選
択
と
弥
陀
、
釈
迦
、
六
方
諸
仏
の
三
者
と
の

関
係
に
つ
い
て
、
右
の
引
用
文
に
続
い
て
、
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

本
願
、
攝
取
、
我
名
、
化
讃
此
之
四
者
、
是
弥
陀
選
択
也
、
讃
歎
、
留

教
、
付
属
此
之
三
者
、
是
釈
迦
選
択
也
、
證
誠
者
六
方
恒
沙
諸
仏
之
選
択

也
、
然
則
釈
迦
弥
陀
及
十
方
各
個
沙
等
諸
仏
同
心
選
二
択
念
仏
一
行
一
、
余

⑫

行
不
レ
雨
、
故
知
三
経
共
選
二
念
仏
一
以
為
二
宗
致
一
耳
、

つ
ま
り
法
然
は
八
種
選
択
に
よ
っ
て
、
念
仏
一
行
は
弥
陀
、
釈
迦
、
六
方
諸

仏
等
の
一
切
の
諸
仏
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
行
、
換
言
す
れ
ば
仏
教
に
お
い
て

念
仏
は
究
極
的
な
一
行
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
が
浄
土
三
部
経
に
一
貫
し
た
主
張

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
八
種
選
択
の
う
ち
目
、
四
、
罰
、
㈹
の
四
者
は
弥
陀
の
、
ロ
、

臼
、
㈲
は
釈
迦
の
、
㈲
は
六
方
諸
仏
の
そ
れ
ぞ
れ
選
択
し
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
。
そ
う
す
る
と
、
先
に
言
及
し
た
五
決
定
の
う
ち
三
項
目
に
ふ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
が
、
右
の
引
用
文
の
後
に
、
法
然
は
『
選
択
集
』
の
要
約
あ
る
い
は

略
選
択
と
い
わ
れ
て
い
る
「
計
也
夫
速
欲
し
離
二
生
死
一
云
云
」
に
は
じ
ま
る
八
十

一
字
の
短
い
文
を
は
さ
ん
で
、
自
分
が
偏
依
善
導
の
立
場
を
と
る
所
以
を
問
答

の
形
で
の
べ
、
さ
ら
に
ゑ
ず
か
ら
念
仏
を
専
ら
に
し
て
い
る
旨
を
語
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
法
然
は
ま
ず
華
厳
天
台
真
言
等
の
諸
師
も
各
々
浄
土
法
門
に
関

す
る
章
疏
を
造
っ
て
い
る
の
に
、
何
故
彼
等
に
よ
ら
ず
に
善
導
一
師
を
用
い
る

の
か
、
あ
る
い
は
浄
士
に
も
数
多
く
の
祖
師
が
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
善
導
一

師
を
用
い
る
の
か
等
々
の
問
を
立
て
、
そ
れ
に
対
し
て
、
善
導
は
他
の
諸
師
と

違
っ
て
、
聖
道
を
宗
と
な
さ
ず
、
偏
に
浄
土
を
宗
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、

ま
た
善
導
は
三
昧
発
得
の
人
で
あ
る
等
の
答
え
を
し
な
が
ら
、
最
後
に
次
の
よ

う
に
自
分
の
偏
依
善
導
た
る
心
情
を
の
べ
て
い
る
。

静
以
善
導
観
経
疏
者
、
是
西
方
指
南
行
者
目
足
也
、
然
則
西
方
行
人
必
須
二

珍
敬
一
実
、
就
レ
中
毎
夜
夢
中
有
し
僧
指
二
授
玄
義
一
、
僧
者
恐
是
弥
陀
応
現
、

雨
者
可
レ
謂
、
此
疏
者
是
弥
陀
伝
説
、
何
況
大
唐
相
伝
云
、
善
導
是
弥
陀

化
身
也
、
爾
者
可
レ
謂
、
叉
此
文
是
弥
陀
直
説
、
既
云
三
欲
し
写
者
一
如
二
経

法
一
、
此
言
誠
乎
、
仰
討
二
本
地
一
者
、
四
十
八
願
之
法
王
也
、
十
却
正
覺

之
唱
有
し
愚
二
子
念
仏
一
、
傭
訪
二
垂
迩
一
者
専
修
念
仏
之
導
師
也
、
三
昧
正

⑬

受
之
語
無
し
疑
二
子
往
生
一
、
本
迩
雌
し
異
、
化
道
是
一
也
。

｛
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善
導
を
弥
陀
の
応
現
と
い
い
、
化
身
と
い
い
、
あ
る
い
は
弥
陀
と
善
導
と
の
関

係
を
本
地
と
垂
迩
と
の
関
係
で
説
明
し
、
三
昧
発
得
の
問
題
に
ふ
れ
て
い
る
点

で
、
前
に
引
用
し
た
大
胡
消
息
と
趣
旨
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
文
字
通
り

五
決
定
の
四
善
導
教
釈
決
定
也
と
い
う
法
然
の
姿
勢
を
十
分
表
現
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
れ
に
続
け
て
、
五
我
等
信
心
決
定
也
に
つ
い
て
も
、

於
レ
是
貧
道
昔
披
二
閲
蕊
典
一
粗
識
二
素
意
一
立
舎
二
余
行
一
云
帰
二
念
仏
一
、
自
レ

其
已
来
至
二
千
今
日
一
、
自
行
化
他
唯
紳
二
念
仏
一
、
然
間
希
問
レ
津
者
示
以
二

西
方
通
津
一
、
適
尋
レ
行
者
諦
以
二
念
仏
別
行
↑
、
信
レ
之
者
多
不
レ
信
者
勘
、

当
し
知
、
浄
土
之
教
叩
二
時
機
一
而
当
二
行
運
一
也
、
念
仏
之
行
感
二
水
月
一
而

０４

得
二
昇
降
一
也
。

と
の
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
善
導
の
「
観
経
疏
』
に
導
か
れ
専
修
念
仏
に
帰
入
し

て
以
後
、
自
行
に
も
化
他
に
も
念
仏
を
専
ら
に
し
て
き
た
法
然
の
確
信
が
の
べ

ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
法
然
は
『
選
択
集
』
の
末
章
に
お
い
て
、
弥
陀
、
釈
尊
、
諸
仏
を

あ
げ
、
次
い
で
善
導
、
最
後
に
自
己
の
専
修
念
仏
へ
の
信
順
を
あ
げ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
と
先
の
「
三
心
料
簡
お
よ
び
法
語
」
の
五
決
定
、
大
胡
消

息
等
の
内
容
と
が
こ
の
点
で
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
『
選
択

集
』
で
展
開
さ
れ
た
思
想
の
基
本
的
構
成
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
を
対
機
的
に

展
開
し
た
の
が
、
大
胡
消
息
等
一
連
の
消
息
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
要
約
し

て
の
べ
た
の
が
「
以
二
五
決
定
一
往
生
云
事
」
と
い
う
一
文
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
云
う
な
れ
ば
法
然
の
念
仏
の
「
選
択
」
と
は
た

だ
弥
陀
に
よ
る
選
択
に
と
堂
ま
ら
ず
、
釈
迦
や
六
方
諸
仏
等
一
切
仏
の
選
択
で

あ
り
、
善
導
の
選
択
で
あ
り
、
さ
ら
に
法
然
自
身
の
選
択
で
あ
る
、
と
い
え
よ

う
。
特
に
弥
陀
を
は
じ
め
一
切
仏
に
よ
る
念
仏
の
選
択
は
、
念
仏
門
に
よ
る
仏

こ
れ
ま
で
醍
醐
本
所
収
の
「
三
心
料
簡
お
よ
び
法
語
」
の
中
の
五
決
定
に
関

す
る
一
文
か
ら
は
じ
め
て
、
大
胡
太
郎
宛
消
息
等
、
さ
ら
に
『
選
択
集
』
と
り

わ
け
そ
の
末
章
の
三
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
に
見
ら
れ
る
共
通
点
、
類
似
点
を

指
摘
し
つ
つ
、
法
然
の
思
想
の
一
端
を
考
察
し
て
き
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
言

及
す
べ
き
問
題
も
あ
る
が
、
最
後
に
五
決
定
の
問
題
、
し
た
が
っ
て
『
選
択

集
』
末
章
に
お
け
る
思
想
展
開
等
が
実
は
善
導
の
『
観
経
疏
』
の
深
心
解
釈
を

根
拠
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
点
を
指
摘
し
た
い
。

⑮

先
に
大
胡
太
郎
宛
の
消
息
を
引
用
し
、
罪
を
つ
く
れ
る
凡
夫
の
往
生
に
つ
い

て
、
五
項
目
の
条
件
を
法
然
が
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
ふ
れ
た
が
、
そ
れ
は
『
観

無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
三
心
の
中
の
深
心
に
つ
い
て
、
善
導
が
『
観
経

疏
』
で
示
し
た
解
釈
を
依
り
ど
こ
ろ
に
、
法
然
が
平
易
に
説
明
し
た
と
こ
ろ
に

出
て
く
る
。
そ
の
善
導
が
『
観
経
疏
』
で
示
し
た
深
心
解
釈
の
冒
頭
の
部
分
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

言
二
深
心
一
者
、
即
是
深
信
之
心
也
。
亦
有
二
二
種
一
、
一
者
決
定
深
信
二
自

身
現
是
罪
悪
生
死
凡
夫
、
曠
劫
已
来
常
没
常
流
転
、
無
戸
有
二
出
離
之
縁
一
、

二
者
決
定
深
信
下
彼
阿
弥
陀
仏
四
十
八
願
攝
二
受
衆
生
一
、
無
し
疑
無
レ
慮
、

乗
二
彼
願
力
一
定
得
中
往
生
上
、
叉
決
定
深
信
下
釈
迦
仏
説
二
此
観
経
三
幅
九
品

定
散
二
善
一
、
證
二
讃
彼
仏
依
正
二
報
一
、
使
中
人
欣
慕
上
、
又
決
定
深
信
下
弥

陀
経
中
十
方
恒
沙
諸
仏
證
一
勧
一
切
凡
夫
一
決
定
得
惨
封

教
の
統
合
を
志
向
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
こ
の
主
張
は
法
然
に
よ
る
教
相
判

釈
で
あ
り
、
念
仏
門
・
浄
土
門
の
独
立
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ

浄
同
ノ
。

四
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こ
の
中
で
善
導
は
深
心
を
深
信
と
解
釈
し
、
さ
ら
に
深
信
の
対
象
を
二
種
に
わ

け
、
衆
生
の
罪
性
の
自
覚
つ
ま
り
信
機
と
、
浄
土
三
部
経
を
拠
り
所
に
、
こ
の

よ
う
な
衆
生
に
対
す
る
弥
陀
・
釈
迦
・
十
方
諸
仏
に
よ
る
救
済
へ
の
確
信
つ
ま

り
信
法
と
解
し
て
い
る
。
こ
の
深
心
に
関
す
る
善
導
の
所
説
を
法
然
は
『
選
択

集
』
の
第
八
章
（
念
仏
行
者
必
可
三
具
足
二
三
心
一
之
文
）
を
は
じ
め
、
そ
の
他

の
法
語
等
に
し
ば
し
ば
引
用
し
、
念
仏
者
の
心
的
態
度
を
説
明
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
法
然
は
善
導
の
深
心
釈
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
。
た
蟹
し
、
善

導
が
釈
迦
へ
の
深
信
に
つ
い
て
、
『
観
無
量
寿
経
』
に
も
と
づ
い
て
三
幅
九
品

定
散
二
善
を
あ
げ
て
い
る
の
に
対
し
、
法
然
は
こ
の
三
幅
等
に
つ
い
て
、
究
極

的
に
は
否
定
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
『
選
択
集
』
第
十

⑰

二
章
等
に
明
ら
か
な
通
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
右
の
引
用
文
に
お
い
て
、
信
機
と
、
信
法
に
含
ま
れ
る
弥
陀
の
本

願
へ
の
信
、
釈
迦
の
所
説
へ
の
信
、
十
方
（
Ⅱ
六
方
）
諸
仏
證
誠
へ
の
信
、
こ

れ
ら
に
法
然
の
偏
依
善
導
の
立
場
か
ら
善
導
の
教
釈
へ
の
信
を
加
え
る
な
ら

ば
、
五
項
目
が
す
べ
て
そ
ろ
う
こ
と
に
な
る
。

た
還
し
、
深
心
は
あ
く
ま
で
衆
生
の
信
機
で
あ
り
信
法
で
あ
る
が
、
「
以
二
五

決
定
一
往
生
云
事
」
と
は
、
そ
れ
と
は
逆
に
弥
陀
本
願
に
よ
る
往
生
の
決
定
で

あ
り
、
釈
迦
の
教
説
に
よ
る
往
生
の
決
定
で
あ
り
、
諸
仏
證
誠
に
よ
る
往
生
の

決
定
で
あ
っ
て
、
衆
生
の
信
が
成
就
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
以
前
に
弥
陀
の
本

願
に
よ
る
往
生
の
決
定
が
、
釈
迦
の
教
説
、
諸
仏
證
誠
に
よ
る
往
生
の
決
定
と

い
う
宗
教
的
事
実
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
、
衆
生
の
信

は
救
済
へ
の
確
信
に
は
な
り
え
な
い
。
法
然
に
と
っ
て
善
導
が
弥
陀
の
化
身
で

あ
り
、
三
昧
発
得
の
人
で
あ
る
と
い
う
宗
教
的
事
実
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
善
導
の

教
釈
に
よ
る
往
生
の
決
定
が
確
信
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
法
然
の
「
選
択
」
思
想

の
成
立
は
、
こ
の
衆
生
の
信
の
成
立
す
る
根
拠
に
弥
陀
の
本
願
等
に
よ
る
往
生

決
定
を
確
信
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
先
に
引
用
し
た
大

胡
太
郎
宛
消
息
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
仏
が
念
仏
往

生
の
本
願
を
た
て
、
「
ソ
ノ
願
ム
ナ
シ
カ
ラ
ス
シ
テ
、
ス
テ
’
一
仏
一
一
ナ
リ
タ
マ

ヘ
リ
。
シ
ル
ヘ
シ
、
ソ
ノ
名
号
ヲ
ト
ナ
エ
ム
人
〈
、
カ
ナ
ラ
ス
往
生
ス
ヘ
シ
ト

イ
フ
コ
ト
ヲ
」
と
い
う
の
は
、
右
の
点
を
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
に

善
導
の
深
心
釈
に
出
る
「
阿
弥
陀
仏
四
十
八
願
攝
二
受
衆
生
一
」
を
並
べ
て
ゑ
る

な
ら
ば
、
大
胡
太
郎
宛
消
息
は
こ
の
部
分
に
対
す
る
平
易
な
説
明
に
な
っ
て
い

る
。

さ
ら
に
「
選
択
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
、
『
選
択
集
』
第
三
章
で
説
明
さ
れ

て
い
る
通
り
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
の
中
に
発
見
し
、
『
無
量
寿
経
』
の
「
攝
取
」

と
い
う
言
葉
を
こ
れ
と
同
義
に
解
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
「
四
十
八

願
磯
二
受
衆
生
一
」
の
「
攝
受
」
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
内
容
か
ら
「
選
択
」
や

「
攝
取
」
と
同
義
に
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
点
か
ら
、
法
然
の
選
択
思
想
成
立
に
あ
た
っ
て
、
善
導
の
深
心
釈
の

冒
頭
部
分
の
影
響
に
は
、
き
わ
め
て
強
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
法
然
の

選
択
思
想
へ
の
歩
み
は
、
こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
法
然
の
「
選
択
」
思
想
の
成
立
と
、
善
導
の
深
心

解
釈
と
の
関
係
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
は
、
法
然
の
比

較
的
初
期
の
思
想
に
お
い
て
、
善
導
の
深
心
解
釈
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

故
に
深
心
重
視
の
立
場
の
展
開
と
し
て
、
「
選
択
」
思
想
へ
の
連
続
が
あ
り
う

る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

法
然
の
専
修
念
仏
帰
入
（
四
三
才
と
い
わ
れ
る
）
後
、
し
か
も
そ
の
時
代
に
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近
い
頃
の
、
彼
の
三
心
釈
な
ん
か
ず
く
深
心
釈
に
つ
い
て
は
、
「
三
部
経
大

意
」
を
通
し
て
う
か
壁
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
で
法
然
は
、

三
心
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
が
至
誠
心
、
深
心
、
廻
向
発
願
心
の
三

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
に
続
い
て
、
直
ち
に
、

三
心
〈
区
二
分
レ
タ
リ
ト
云
へ
ト
モ
、
要
ヲ
取
り
詮
ヲ
撰
テ
是
ヲ
イ
ヘ

⑲

〈
、
深
心
ヒ
ト
ツ
ニ
ヲ
サ
マ
レ
リ

と
、
深
心
が
三
心
の
中
心
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
も
「
三
部
経
大

意
」
と
い
う
浄
士
三
部
経
に
つ
い
て
の
概
説
で
あ
り
な
が
ら
、
深
心
の
説
明
は

全
体
の
ほ
ミ
ニ
分
一
に
当
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
法
然
は
深
心
を
解
釈
す
る
に
当

っ
て
、
『
観
経
疏
』
の
深
心
釈
か
ら
冒
頭
の
機
・
法
二
種
の
深
信
に
関
す
る
部

分
だ
け
を
引
用
し
、
そ
れ
に
続
け
て
私
釈
を
の
べ
、
弥
陀
の
本
願
、
釈
尊
の
所

説
の
勝
れ
て
い
る
こ
と
、
六
方
恒
沙
の
諸
仏
も
皆
同
じ
く
そ
れ
を
藤
誠
し
て
い

る
こ
と
、
煩
悩
熾
盛
の
者
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
必
ず
救
済
に
あ
ず
か

り
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
説
明
し
て
い

ヲ
（
句
Ｏ

「
三
部
経
大
意
」
に
お
け
る
深
心
を
中
心
と
し
た
三
心
解
釈
は
、
そ
の
他
の

法
語
や
消
息
に
は
見
ら
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
法
然
に
一
貫
し
た
三
心
解
釈
で
は

な
く
、
コ
ー
蔀
経
大
意
」
成
立
当
時
の
解
釈
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
よ
う
。
し
か

し
、
法
然
の
伝
記
が
ほ
堂
一
致
し
て
説
明
し
て
い
る
彼
の
専
修
念
仏
帰
入
に
当

っ
て
の
問
題
、
す
な
わ
ち
乱
想
の
凡
夫
が
い
か
に
し
た
ら
救
わ
れ
る
か
と
い
う

疑
問
が
、
弥
陀
の
本
願
の
発
見
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
と
い
う
説
明
は
、
二
種

深
信
の
内
容
と
相
応
し
て
い
る
。
そ
の
点
か
ら
、
法
然
の
専
修
念
仏
帰
入
当

時
、
善
導
の
深
心
解
釈
の
影
響
が
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の

よ
う
な
点
か
ら
も
、
こ
の
深
心
解
釈
が
底
流
と
な
っ
て
、
後
の
選
択
思
想
へ
展

開
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五

法
然
研
究
に
お
い
て
、
い
つ
も
問
題
に
さ
れ
て
き
た
の
が
法
語
・
消
息
類
の

真
偽
の
判
別
で
あ
る
。
そ
れ
は
周
知
の
よ
う
に
彼
の
自
筆
文
書
が
乏
し
い
か
ら

⑳

で
あ
る
。
と
く
に
田
村
円
澄
氏
が
、
主
著
で
あ
る
『
選
択
集
』
を
基
準
と
し
、

こ
れ
と
矛
盾
背
反
し
な
い
述
作
・
消
息
・
法
語
を
法
然
の
も
の
と
見
な
す
、
と

い
う
方
法
を
提
示
さ
れ
て
以
後
、
関
係
文
献
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
さ
ま
人
＼

な
見
解
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
奈
良
興
善
寺
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
の
胎
内
か
ら

法
然
の
真
筆
と
さ
れ
る
書
状
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
と
『
西
方
指
南
抄
』
、
『
和
語

灯
録
』
等
に
収
録
さ
れ
て
い
る
法
然
の
消
息
、
法
語
等
と
が
比
較
検
討
さ
れ
た

結
果
、
法
然
関
係
文
献
の
巾
が
広
げ
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

が
、
従
来
文
献
の
検
討
が
い
わ
ば
外
面
的
問
題
を
主
と
し
、
そ
の
内
側
、
内

容
の
問
題
に
ま
で
立
ち
入
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
も
ち
ろ
ん

史
料
の
検
討
に
お
い
て
、
外
面
的
問
題
、
筆
蹟
や
用
語
等
々
の
問
題
を
無
視
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
の
内
容
を
十
分
検
討
し
、
文
献
相
互
の
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
法
然
の
思
想
の
全
体
像
や
、
そ
の
中
で
の

各
文
献
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
な
し
え
な
い
。
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
逆
に
文

献
の
真
偽
判
別
に
根
拠
を
呈
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

今
回
と
り
あ
げ
た
大
胡
太
郎
宛
消
息
に
し
て
も
、
在
家
の
信
者
へ
の
消
息
と

い
う
き
わ
め
て
平
易
な
文
章
の
中
で
、
法
然
は
自
己
の
思
想
を
は
っ
き
り
と
表

明
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
真
偽
が
疑
わ
れ
て
き
た
「
三
心
料
簡
お
よ
び
法
語
」

の
中
に
も
、
こ
こ
で
あ
げ
た
五
決
定
の
問
題
の
よ
う
に
、
法
然
の
思
想
の
核
心

に
ふ
れ
る
部
分
が
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
同
様
な
点
は
従
来
ほ
と
ん
ど
親

九



鴬
に
の
ゑ
帰
せ
ら
れ
て
き
た
い
わ
ゆ
る
悪
人
正
機
の
思
想
に
つ
い
て
も
指
摘
で

伽

》
弄
ご
ヲ
（
》
Ｏ

ま
た
法
然
の
思
想
形
成
に
お
い
て
、
善
導
に
導
か
れ
た
専
修
念
仏
へ
の
帰
入

か
ら
『
選
択
集
』
に
示
さ
れ
た
彼
独
自
の
思
想
の
成
立
に
至
る
過
程
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
従
来
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
て
き
た
よ
う

に
は
思
わ
れ
な
い
。
法
然
自
身
の
言
葉
が
な
い
限
り
、
こ
れ
を
説
明
す
る
こ
と

は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
が
、
善
導
の
深
心
釈
お
よ
び
法
然
の
選
択
思
想
の

内
容
か
ら
見
て
、
両
者
の
関
連
が
き
わ
め
て
強
い
よ
う
に
思
え
る
。
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